
地域の経済動向分析
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鉱 業 １ ０ １ ０ ２ ０ ３ １

建 設 業 ７９ ７６ ２２ ２１ ４６ ４３ ５２ ４８

製 造 業 ６５ ４６ ２５ １８ ４２ ３０ ４２ ３１

電気・ガス・熱供
給 ・ 水 道 業

１ １ １ １ ２ ２ ２ ２

情 報 通 信 業 １ １ ０ ０ ４ ３ ５ ５

運 輸 業 １４ １４ ３ ３ ９ ８ １０ ８

卸売業、小売業 ２４０ ２００ ６１ ４４ １２５ ９７ １１５ ８３

金融業、保険業 ８ ５ ３ ２ ５ ５ ５ ５

不 動 産 業 ５７ ５６ ７ ７ ９ ９ ９ ９

学術研究、専門技
術サービス

９ ９ ４ ３ ８ ８ ８ ８

宿泊業、飲食サー
ビス業

９５ ７６ １０ ３ ４９ ４２ ４２ ４１

生活関連サービス
業 、 娯 楽 業

８７ ８６ ２０ ２０ ５０ ４９ ４２ ４１

教育学習支援業 １２ １１ ２ ２ ２ ２ ２ ２

医 療 、 福 祉 ８ ８ ０ ０ ３ ３ ５ ５

複合サービス事業 ８ ７ ５ ４ ７ ６ ７ ６

他 サ ー ビ ス 業 ２５ １６ ５ ３ １３ ７ ２０ １０

合計 ７１０ ６１２ １６８ １３２ ３７６ ３１４ ３６９ ３００

１ 商工業者・小規模事業者の推移

令和元年経済センサスと平成28年経済センサスを比較すると、建設業などが増加しましたが、
卸売業、小売業と宿泊業、飲食サービス業、生活関連サービス業、娯楽業が減少したことに
より商工業者数、小規模事業者数は減少しています。
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RESAS（地域経済分析システム）等を活用して、地域経済の動
向をデータとして分析公表します。



２ 生産分析・労働生産性
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地域経済循環分析 http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html によると、2018年度の産業
別生産額は2次産業（625億円）、3次産業（303億円）、1次産業（16億円）の順となっています。
なお、1人当たりの労働生産性を産業分類別にグラフ化すると、全産業とも全国平均に達してお
らず、労働生産性を高める余地があると認められます。
ただし、最新データである2016年は復興事業の影響を受けているものと考えられます。

【出典】
総務省・経済産業省「経済センサス－活動調査」再編加工

http://www.env.go.jp/policy/circulation/index.html
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３ コロナ禍における人流の変化

RESAS「From-to分析」（滞在人口）を活用し、コロナ前、コロナ禍の平日、休日の人流の変
化をグラフ化しました。
【出典】
株式会社ＮＴＴドコモ・株式会社ドコモ・インサイトマーケティング「モバイル空間統計®」
総務省「国勢調査」

滞在人口の地域別構成割合
都道府県→大槌町（８月の休日14時）

2021年8月

2019年8月

コロナ前の2019年は、復興事
業による県外からの流入の影
響もありますが、滞在人口の
うち1割強は県外からの方で
した。
コロナ禍の2021年になると、
県外の割合が大きく減り、県
内からの滞在人口が増えてい
ます。
これは、コロナ禍による諸規
制の影響で、外出を控えたこ
とにより、県外からの流入が
なかったことと、町内からの
流出が少なかったことにある
と考えられます。
このデータは観光関連の業種
が新型コロナウイルス感染症
の影響があったことを示すも
のです。
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